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○嬉しいニュースです。是非お読み下さい・・7/26 

  ニュースを見て「どうせ買うなら・」とお買い物！ 

 先日の「ＦＡＸニュース」や「民商だより」で紹介しました。「民商の仲間が紙面に登場」

の記事を見て、常任理事の長谷川さんが山口さんのお店を訪ねてお買い物されたそうです。

本日（7/26）事務所に来られて、「昨日来たら、カギがかかっていた」という話と「どう

せ買い物をするなら知り合いの会員のお店で！」と思い、ニュースを見て早速訪問したそう

です。 

 サラーと話す長谷川さんですが、思いやりのこもった温かいお話です。こんな気持ちが民

商の中にドンドン広がれば、文字通り「あったか民商」が建設されるのでしょう。過去の数

字と比較すれば会員数は減少していますが、それでもあなたの近くで頑張って営業している

会員はいます。居酒屋・スナック・今流行りのバー、喫茶店や洋食屋、建設業の各業種等、

お困りの時は、遠慮なくお問い合わせ下さい。 

 

○去る 24（火）・25（水）留守番、ありがとうございました・・7/26 

 両日、全国事務局員交流会に仲島が参加させていただきました。留守中の事務所内のお手

伝い、ありがとうございました。杉浦副会長や長谷川常任理事も駆けつけて下さいました。

（長谷川さんは、午後３時にタッチの差で施錠した直後に事務所に到着、「あれ？」という

ドラマもあったそうです。） 

 交流会では、先日開催された「全商連総会決議」の実践という立場で、どう具体的に運動

を展開するか等、意見交換と経験交流をしました。その中心点は、事務局員の任務をしっか

り自覚すること。議論のなかで 

・役員を「蚊帳の外」で、事務局中心の非民主的な運営を戒める 

  好きなことはするが、イヤなことはしない 

  役員に相談、報告なしに勝手に取り組む 

  事務局の意のままで役員人事を決める 

  総会で承認された「予算」を無視して支払いをする 

・地域に打って出る取組みができない。腰が引けている活動 

・その都度の目標に責任をもたない。目標にこだわらない。 

＊今後の活動の中で感じたことや感動したことなど、即実践します。刈⾕⺠商

を蘇らすために、役員の皆さんと元気よく活動をすすめます。 


